
編集後記
　今年の梅雨明けは全国的に平年より 1～2 週間遅
く，子どもたちは夏休みに入ってからようやく梅雨
が明けたという状況でした．しかしその後は猛暑と
なり，連日「熱中症に注意を」という注意が耳に目
に入ってきました．9 月に入っても残暑は厳しく，
さらに二百二十日にほぼ一致する頃に風の強い台風
15 号が神奈川県，千葉県および関東首都圏を直撃．
そして暑さがまた続いています．そのような中，イ
ンフルエンザの発生増加や，始まったばかりの学校
での学級閉鎖の情報が相次いで届いています．来夏
2020 年は，気候も，感染症もおとなしくあってほし
いと願うばかりです．
　さて，本号の特集は「小児の糖尿病―最近の知見」
として，1 型糖尿病・2 型糖尿病の病因と病態生
理，小児のメタボリックシンドローム，小児糖尿病
ガイドライン，1 型・2 型それぞれの治療，近未来
の治療，患者支援，小児から成人への移行期の医療
など，小児糖尿病の基礎，臨床，管理，支援など幅
広い最新情報についてご寄稿いただきました．直接
小児糖尿病の診療にあたらない先生方でも，糖尿病
に限らず現在の慢性小児疾患に関する課題につい
て，大変参考になる特集になったと思っております．
　綜説として，小児に絞った日本紅斑熱の特徴，そ
して発生数としては世界でも少ない国となったわが
国の小児結核ですが，海外とくにアジアからの訪

日・在留が急増している中で小児診療にあたって再
び注意が必要となってきたことなどについて，解説
をいただきました．また診断困難な希少例につい
て，母親がインターネット情報から大きな疑いを
もって診断に結びついた症例の報告をいただきまし
た．「おそらくはそれまで 10 数名の小児科が診てい
て気がつかなかったことになる」という衝撃的な一
文がありました．インターネット情報や AI にかな
わない時代が迫ってはいますが，著者は「診断後の
小児科医の対応が重要になると考える」と結んでい
ます．特集の糖尿病にも同様のことが言えると思い
ますが，診断をするのは AI であっても，その病気
を理解して患者さんに寄り添っていくことができる
小児科医がますます求められているのではないだろ
うか，そんな思いになった症例報告でした．
　その他には，アトピー性皮膚炎女児に生じた黄色
ブドウ球菌による腎膿瘍（目で見る小児科），腸骨骨
髄炎の症例報告，小児科専門医制度の解説，日本医
科大学小児科学教室による神経疾患に関する外国論
文の紹介などが掲載されております．本号がお手元
に届く頃は，過ごしやすい日々になっていると思い
ます．秋の夜長，どうぞ本誌をお楽しみください．

（岡部　信彦）
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